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進化・そ白一般的検証 (1トーJ W経済論叢』第117巻第1・2号， 1976年，参照。なお，本稿にお
いても前橋同捧，19世紀末」の範囲を広し 20世紀初頭を合む時期としている。
20 (220) 第 117巻第4号
する午れらの事実は. 19世紀末プロイセY農業経営の構造が資本主義的性格を














第 1表は， 20世紀初頭のプロイセ yにおける各農業経営階層を， I本業経営」
Hauptbetriebeか否か，さらに I家族経営JFamilienbetriebe， r雇用労働経
営JFremdarbeiterbetriehe， r混合経営Jgemisch te Betrie beのいずれである
のか，という観点から整理したものであるヘ
2) レ エン「現代農業の資本主義的構造J rν ニーン全集』第16巻.445-447ペー ジ参照し
3) Preusi.sche品"atistik，Bd. 239， Beitrage zur Statistik der Arbeitsverfassung der工arul
wirtschaft in Preusen nach der landwirtschaftlichen Betriebszahlung vom JahTe 1907~ 
1914みられるとおり， ζれは， r1907年の農芽王王宮調査日を蓋として作成された「プロイセγ
国統計』である。本稿の対象にとっては，プロイセン国に限定した統計数値の整理をおこなって
いるこの資料の方が. cドイツ国統計』ぷ'tatistikdes Deutsch帥 Reichsよりもはるかに使利
である.
4) 晶alistikdes Deutschen Reichs， Bd. 211， B百 ufsstatistik，Abteilung X， Die b町岨iche
und sOziale Gliederung des deutschen Volkes， 1913 
日経営階層の態様を明らかにした第1表についてあらかじめ以下の点を断っておきたい。われわ
れが利用した資料の当該箇所には，プロイセソ圏全体にわたる数値が記載されているわけではなノ










である。 第 3に， 100~200 ヘクタ ノレ屑と 200へクターノレ以上層の大経営に
あっては， それぞれその 56.20%と81.89%が「純然たる雇用労働経営J reme 
















Vgl. Pr担.tsischeStatistik， Bd. 239， S5. 168-173，282却3;品'tatistischesJahrbuch j砧
den Preussischen Staat， J.日2-.1905. SS. 206-208 
22 (2坦) 第 117巻第4号
第 1表経営階層り態様 1907年
|野|;;酔 ノ口与 本業 兼業 メML jt 経蛍 経蛍 計
0.5 ha未満 92，38 2.93 4.69 100% 4.77 95，23 100% 
0.5"-' 2 ha 87，54 7，68 4，78 100 28，28 71，72 100 
2'"'-' 5 ha 80，97 14，56 4，47 100 71，33 28，67 100 
5"-' 20 ha 56，42 38.63 4，95 100 92，12 7.88 100 
20""100 ha 1L76 76，86 1L38 100 97，59 2.41 1日o
10日、'"'200ha 1，19 42，61 56，20 100 97，45 2，55 10白
200 ha以上 0，42 17.69 81，89 100 98.05 1.95 100 
全体 1 75田|山11 5時 1 1∞ 1 48.14 1 51剖 1 1凹
詐J ，混令経営」とは 肖京脅曲者と雇用暫醐者現方合使用する経営のことである。














6) Vgl. Statistik des Deut$Chen Reichs， N. F. Bd. 5， Landwir:tschaftliche Betriebsstatisttk 
nach der allgemeinen Berufszahlung vom 5. Juni 1個2，1885， S却* 訟お， この点の説明
を吉む農業経営0)，営業JErwerbstatigkeiten兼営の様相については， 前掲拙積Eの31農業
の他の職業との結合」と題する 1節を参照されたい.























したがって第ヌに 2ヘグタ ル未満屑のろちの「兼業経営 1. すなわち. r本業経営」より
おそらくいっそう貧困の庄が強しそのプロ νタリア的性格が濃厚であろうと恩われる当該経営
階層の圧団的多数は，ここでの分析の血上には載せられていない。これにたいして，sへグa


















































































数 数 下牌 e)十f) 労{動力数 員十 トロf)イテ d〕f〕十+eg〕)+ a) h)十c) d) 〉ー g) 
0.5 ha未満 1.73 1.00 0.73 0.31 0.29 0.59 0.003 0.01 0.02 0.03 0.11 0.14 
0.5，-， 2 ha 2.42 1.00 1.42 0.77 。.43 1.21 0.002 0.02 0.02 。04 0.17 0.22 
2'"'-' 5 ha 3.09 1.00 2.09 1.24 0.G2 1.76 0.002 0.06 0.02 0.09 0.24 0.33 
5~ 乙o ha 4.35 l仁リ 3.35 1.69 0.56 2.25 0.UU5 U.44 0.07 0.52 0.58 1.10 
20~100 ha 7.75 1口D 6.75 1.61 0.47 2.08 0.04 2.30 0.74 3.04 1.59 4.67 
100~200 ha 26.80 1.02 25.79 0.55 0.24 0.78 0.85 5.44 10.36 15.80 8.36 25.01 
2日 ha以上 74.42 1.03 73.39 0.29 0.12 0.42 3.07 12.52 34.21 46.73 23.18 72.97 






p，出lj3ischeSlati，¥，tik. I3d. 239， SS. 2-3より作成出所〉










































8) 広くドイツ全国にかんしてであるが， 1907年度の「農業経営統計」に則してレ ニンがつとに
与えたかれの分析結果。これと同樺の定式化は，基本的広正Lい.レー ニγ 「現代農唱の皆本主




1) 土地所有者，措地農業者等の「自立的経営主JSelbstandige， (a) 
12} 管理人，監督，会計事務員等り「佐用人JAngestellte， (b) 
13} 蛍働者JArbeiter， (c) 
ζれらの 3つの範暗が基本的な群を成し，さらに.(<)範曙は院の5つの車詳にわかれている。
(1) r経営主の家族員すなわち自家労働者JMi出elfendeFamilie田 ngehorige，(c，) 。i) r作男および下押Jlandw. Knechte und Magde. (C2) 
刷 「現物結付地等の土地を除く，自作地またはd作地をもっ農業労働者と日肩、、労働者」
landw. ArheIter und Tagelohner mit eigenem oder gepachtetem t四 de(ausschl 
Deputat=usw. Land)， (ca) 
制 「自作地あるいは小作地をもたず，現物給付地等の土地のみを有する農業砦働者および
目雇い労働者Jlandw. Arbeiter und Tagelohneτohne eigeries oder gepachtetes Land， 
aber mit Deputat=usw. Land， (c.) 





I 18821f 11895~ I い増減(増減 増l同 午 I 1何年 1907年|げ882~1腕 1 % 118田~附 1 % 118回~附
a1 2252531 1担お391 245問団 1 +幻棚 1十 11叩I- 722031 - 2凪 1+問問 1+
Cイiパ1附悶|い189蜘回白州138鵬 41 叩 4咽叫日叶1- 1叫 +1別岨4叩肝叫1+1山叫A胡91 +附4山四 1+瑚 7九1 
| 担叩871則 4凶叫6什|叫 1醐 | 悶犯m均叫1 +犯剖4蛸却叩01 + 臼悶91 +臼叩1口19蜘砧|い+43叫 十M 出|い+51. 
(何I酌Iむ〉白叶| 脚胡制3パ1 拙 872叫1 25問田叩叫1 -4聞 2叫1川1-55.81 1 一→1却位叫1- 32お叫|一師 1031
b 叩 769781 76問 1 +鵬131十町81 - 4121 - 0叫+2山 1+ 61.31 
二ι!日8則 81 町田|間引けよ竺79日+且171一肌印 1- 22.47 1 -25mと竺竺
叶 13737741 14453∞! 幻悶'4I +71悶 1+ 5211 ， ，""，cJ， n oJ ， oooJ 
一寸 | 十 1344S9I + 9.3C 十 205985 I 叶 -1 -1 出迎~51 -1 1 ，"0""00 1 T 0.00 1 ，""0000 1 
己竺竺ご竺312989但 21 +お蜘61十 7.671 - 2悶 n卜 7.78I - 212E5と竺L
I8063966 1. 8045441 1捌叫l一日間 1- 0幻 1+附3611十則。|十1町田61+ 1882
注) 各範晴を構成する畳業人口には，本来の農薬 d同 rcineLandwIrtsch<lftすなわち農耕と畜産を営む人々だけ1含まれ.園
芸狩猟・山林経営漁業に従事する人々は除外されている内 Vgl品atls叫 desD四 tschen且eichs.Bd. 211， S副























はその操1三倍，とりわけ (Cl)と (Ca)をどDようにとりあっかえばよいか，にある。 (Cl)は，





第 I群 「自立的経営主」とその自家費働者， Ca)と (C¥)。
第E群土地ももの雇用脅働者兼経常主. (C.')n 
第E群各種の雇用労働者， Ch)， (c心， (Ct)， (c:;)， 
なお，言昔範晴町時味をおえるにあたコて最後に， (ca). (C1)ならびに (c，;)範暗について，宜
要な意味をもっと盟、われる事実を 2.3付言しておきたい。問題は， (co)範鴫の有無とかかわっ





wirtsch. Tage¥ahner und 50:田 tigeAτbeiter (5ch五.fer，Hirten) mit eig四 .emoder gepacht 
Lancl 
(c.): r前者と同じものであるが 自作地も小作地ももたないものJdesg1. ohne eigenes oder 
gepacht. Land 
みられるとおわ ζ こでは， 1907年度におけるような「現物給付地」に着目したうえでのいっそ
う厳密な区分けはなんらなされていない. また，この点との関連でいえば， 1882年度の (CJ)範
輔の数値が「現物給付地所有者J1コeputatlandb回.itzerりそれを含むもりである ζとにも十分注
意してお〈必要があるヨこれらの諸点が意味するところについてはのちに必要に応じて占札るこ
とにしたい。レ ニン「農業問題と『マルクス批判軍~J wレーニン全集』第5巻" 222-224へー
ジ ;Statistik des Deutschen Reichs. N. F. Bd. 112， Die LandwirtschaEt im Deutschen 
Relch nach der landwirtschaftlichen Betriebsza.hlung vom 14. Juni 1895. 1898， S.6*; 
Statistik des Deutsch.en Reich.s， Bd. 211， S. 86審問.
却 (230) 第117巻第4号
第 5衰農業人口の階層構成 (2) プロイセン圃
1895年 1907年 増 減 % 
1361284 13249日5 - 36379 - 2.67 
954662 2152481 十1197819 十125.47
(1) 2315946 3477386 +1161440 + 50.15 
何匂| 241571 17:1833 67738 - 28.04 
60555 56175 4380 7.23 
894221 735442 - 158779 - 17.76 
1120762 207220 
+ 131485 + 11.73 
1045027 
(TTT) 2仁75.Il:J8 2043864 ← 31674 - 1.53 
総数| 4633055 5695口83 +1062日28 十 22.92
出所〕 正面atistikdes Deutschen Reichs， Bd. 211， 5S. 124*←125ネより作成一
第 6表全家族員自推移とドイツ農業人口
1882年 1895年 1907年 1増882~1減907 
C， 1934615 1898867 3883034 +100.71% 
日 10233614 9414783 7191382 - 29.73% 
C，十日 12168229 11313650 11074416 - 8.99% 
全体 18297580 17460224 16773184 8.33% 
注) 第4衰の総数に(同を加えたものが主体の数値Cある。




、第 1に，労働に従事しない家族員. (H)範曙を含む全家族員 (C，+H)は，
第 6表が明示Lているとおり. 1882年から1907年にいたる間に 8.99%減少して




村住民の都市への流出と農村の過疎化の進行， すなおち，ボノレ:/K. E. Born 
りいわゆる「東部から西部に向かう大規模な囲内移住JI0ldiegrose Ost.West-
Binnenwanderung あるいは「工業的圏内移住Jll die industrielle Binnen-
wanderungの進展という事実のー側面の反映をみてとることができる。
第2に，自家労働者の男女別構成について検討を〈わえる必要がある。第7









第7表 自家労働者 (c，範時〕の男女別構成 ドイツ国
九lzJ;|lm I叫 噌伽率絶対数 絶対数 I構成比絶対数 L陪h成比 1882~1907
男子 |10117η 回1雌 4叫 1051057I 27.07 I 3岨%… 53 団l 加捌則l印即即9町閉7η一7
合計 1蜘
出所) St'atistik des Deutschen Reichs， Bd. 211， S.85 より作成，
10) K. E. Born，口町 soualeund wirtschafliche Strukturwandel Deutschlands am Ende des 
19. Jahrhunderts. inこ H.-U. Wehler (hrsg.)， Mt.フ品川edeutsche品目出19口 chichte，3 
Auflage， 1970， S.272 
11) Ehe?Uお， S. 27.9 















は， 100へクタ ノレ以上の大経営においてとりわけ顕著に妥当し， 経営総数の






「純然たる雇用労働経営Jてある ζ とには，その構成比の数値 (97.02%と99.59
%)からして疑いをさしはさむ余地とてない。





O.5ha 0.5~2 20 ha 20，-.，100 1恥例制ぺ却~+I全体木満 ha ha I ha 未満計 ha 以上以上計
1.農業経営数 113921 92615 75530 85346 367415 24445 589 718 25752 393167 
その宮山き 28.98% 23.56% 19.21 % 21.71 % 93.45% 6.22% 0.15% 。18% 6.55% 100% 
8141 19644 33556 63303 124644 20838 171 78 21087 145731 
11. 自家労働力 70127 90167 95134 125037 381065 32781 298 136 33215 414280 
78568 110111 128690 188340 505709 53619 469 214 543口2 560011 
5240 9503 13461 43957 72161 55218 84日6 日目019 93643 165804 
E 雇用労働力 女子 6124 9295 11205 15099 74723 44702 6854 21560 73116 147839 
計 11364 18798 27666 89056 146884 99920 15260 51579 166759 313643 
N 労働力総数 89932 128909 156356 277396 652593 153539 15729 51793 221日61 873654 
V 自家労働力り割合 14.03% 1966% 22.98% 33.63% 90.30% 9.57% 0.08% 0.01% 9.70% 100% 
雇用労働力の寄合 3.62% 5.99% 8.82% 28.39% 46.83予も 31.86% 4.87% 16.45% 53.17% 100% 
VI 女子自家労働力白割合 17.00% 21.84% 22.96% 30.18% 91.98% 7.91% 0.07% 0.03% 8.02% 10日%
男子雇用労働力の割合 3.16% 5.73% 8.12% 26.51弘 43.52% 33.30% 5.07% 18.11% 56.48% 100% 
W 仕労識) 働
自家労働力
雇用労働力 12.64% 14.58% 17.69% 32.10% 22.51守も 65.08% 97.02% 99.59% 75.44% 35.90% 
合計 1口0% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 10日% 100% 
咽 構但労力) 働 男子自家労働力
9.05% 21.46% 22.82% 19.10ラ古 16.68% 
の 女子自家労働力 78.31% 70.18% 60.84% 45.08% 58.39% 21.35% 1.89% 0.26% 15.03% 47.42% 
成男子雇用労働力 5.83% 7.37% 861% 15.85% 11.06% 35.96% 53.44% 57.96% 42.36% 18.98% 
女子雇用労働力 6.81 % 7.21% 9.09% 16.26% 11.45号も 29.11% 43.58% 41.63% 16.92% 
合 ~t 100% 1口0% 10日% 100% 10日% 100% 100% 100% 100% 10日%
注) 本表にあっては. r本莱経首」と|兼業経営Jをあわせた農莱経営白労働力構成が横討の対象にされている。

































































逆に， (a)範暗のそれは若干大きい， V gl. Statistik des D.四~tsch四 Reichs， Bd. 211， S.86 
13) K. Kautsky， Die Agrarfrage， E:回e [)ちe円 icht品-erdie Tende間的 d伊隅ιiern(Jn
Landwirtschaft und die .Agrartolitik der S.出回ldemokratie(1899)， Nachdruck. 1966. 
SS. 173-174，山崎春出崎山耕作訳，園昆文庫，第111，282ミ ゾ，レ} ン「農業における
資本主義(カウツキ の著書とプルガコフ氏の論文とについて)J Wレ ニン全集』第4巻， 151 
「ージ寄照。




















(bg〕Au監lfsichtspe督rsonal 22594人 21640人 34.42 37.35 
(bρBReu会crhe計anu職Dne員grsko・un事adl務員 I 20日6人 2959人
reaupersona 
出所) Statis白kdes Deutschen Reichs， Bd. 211. S. 124* より作成。
14) ほんのー ν例にすぎないが.東プロイセン州のある典型的な大経営には.r支配人JV町walter
ならひかに Kammererと称する監督がそれぞれ1人ずつ存在するロ 乙甲大経宮では. と〈に後
者の「ケ Aラー」にわれわれが本文で述べた使用人の性格が強しこれにたいLて「支配人J，こ
はむしろ， 盛場器官主的側面を相当濃厚にもつ置用人で島るように思われる。 Vgl.A. Rose~ 




















ポ γ メ ノレ γI 73.21 
プランデ γ プルク I84.74 
ザクセン I88.47 
シ a レージェ γI94.09 
ウェ久トフアーレ γI98.25 




















15) よれらの点については，マルクス『資本論』第2巻第1篇第6章第1節J 特にそ0)12 簿
言aJ田項を審問
38 (238) 第117巻第4号
第 2に， (匂)， (c，)と (c，)の数量的関係をみると， (c，)が他の 2つを断然
離して最も多く， (c，)が乙れに次ぎ， (向〕は最少である。また， 1907年の(c，)
(C5)の合計数は， 1895年の (c，)より以上である。これをやや図式化し C示す
ならば， (C3)く(c，)< (C5)， (C3)→ (c，)→(c，)というようにあらわすことができ
る。そしてこれは， 20ヘクタール以上の資本主義的経営， それも主として 100
へクク ノレ以上の大農業経営における雇用労働者の次のような移行過程，すな
わち， (C，)から (c，)・ (c，)への推移，とりわけ (c，)へのそれを表現してい
る， とみてよい17)。さて， (匂〉とは「インストロイテJJnstl四 teおよび基本















の1907年時点、での「現物給付地所有者」としての一本化， および， 1907年における (e~) 範時の
新設定一一一われわれが折によれて指摘する機会のあったこれらの事実はすべて，現実の事態の勘
きに照応し，それを忠実に反映したもDであった，ということができる。





である 1"CM. Weber，‘Entwickelungstendenzen in der Lage der ostelbischen Landarbeiter' 
[1894J， Gesammelte Arをfsatzezur So:ual-und Wirτ-schaβsgeschichte， 1924. S. 480.) な
ぉ，ボルンのlJ下¢叙述もまた，この点にかんして示睦i三宮む。"，園式経営から集約的輪作経ノ






















様性を指示Fるメノレク F ノレであるからである。換言すれば， この2つの指標
¥、官への移行以来，その本質上，農場所有者と農村労働者との労働=収穫共同躍であったインスト
関係は，自由な賃労働と季節労働によってますます駆逐されていったん(K.E. Born， a. a. 0.， 
S: 272.) 
19) レー ェ γ 「ロシアにおげる資本主義の発展大工業のための園内市場の形成晶程」第2章第9








計|品 ι.1 .:t，l'Ìt~ 附省12
IT当金! 比の ふに







注〉上方のグラフは2へクタール未満の農業経営階層を， 下方のそれは 20ヘクタ ル以上層を表示するもの。なお，雇用労
働力散は「本書出経営 1についてD相対数也また自家労働力数にかんしては「兼業経常lを含む全経営の相対散を算出した。
問所) Statistik des Deutschen Reichs， N. F. Bd. 5， SS. 273-274; ebenda， N. F. Bd. 112， SS. 46-49， 122-125， 179-
180; Preusische Statisuk， Bd. 239， SS. 2-3， 283 より作成。
一一一トー → 1-→ H 十
100-0 



























約121-"E"ルゲンで，これはほぼ30へグタールに相当するω また さき白グライスは わずかな例





解の事実を端的に報告したものにほかならなかった，という ζ とができる。 Vgl.G. Krei“， Die 
geg印 wartigenbauer1ichen Verhaltnisse im B田 irkd田仁stpreusischenlanclwirtschaf tlichen 
Zent四lvereins，in: Bauerliche Zustan品問 Deutschland.Bd. 2， Schriβen des 民間.n，
f泣rSaun伽Jlitik，Bd. 23， 18田 SS. 2由一回'7;A. Meitzen， Der Bo品nund die land-
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